
撮影･菅野和彦

功績と特許・市場(技術)の発展との関係

導電性高分子の発見は、失敗実験によるポリアセチレン薄膜の合成と、この薄膜をドーピングすることによる
導電性の発現、という偶然の実験によるものとされているが、単なる失敗や偶然の結果ではなく、注意深い
実験と検証、再実験の繰り返しによる発見であることを強調したい。

ご本人からのメッセージ

功績

● ポリアセチレン薄膜の合成に成功。

● 「プラスチックは金属とは異なり電気を通さない」ことが常識であった。
● 1958年に合成されたプラスチックの一種であるポリアセチレンは、その物性が注目されたものの、不溶・不融の黒色粉末であり物性
　 測定などが困難だった。
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導電性ポリマーの世界市場（自消分含む）の推移
販売量：トン　金額：100万円
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特許第0722516号
出願

出願人国籍別出願件数推移と出願件数比率

〈ポリアセチレン薄膜内の化学構造〉

線形の高分子分子化合物で電子(π電子)が詰まっている。

撮影･後藤正博

● ポリアセチレン薄膜に化学ドーピングを行うことで、電気伝導度が飛躍的に向上する
　 ことを発見。

出典･特許庁「平成21年度特許出願技術動向調査-導電性ポリマー関連技術-」

出典･(株)矢野経済研究所「2009年版導電性高分子市場の展望と戦略」　金額は販売量を基に推定
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π電子を　  で表すと...

ドーピング
(特定の化合
物を添加)して
π電子の一部
を引き抜く π電子が引き抜かれてプラスになった所(ホールまたは

空孔)を埋めるように隣の電子が動く。それが繰り返さ
れて電子が次々移動する結果、電気が流れる。

π電子が詰まっているため移動しない。
➡ 電気は流れない。
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